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海洋底質の化撃的研究

第4報北海道北西海域における海底土の化撃的組成につい℃

カ日 藤 健 司 (無機イヒ拳海藻1t事歓窪〉

CHEMICAL STUD1ES ON MARINE DEPOSITS. 

1V. ON OHEM1CAL OOl¥1POS1TION OF BOTTOM SAMPLES OF 

SEA TO THE NORTHWEST OF HOKKA1DO 1SLAND. 

Kenji KATO 

(Faculty of Fisheries， Hokkaido University) 

Bottom mll.terill.Is of 自ell. to the northwest of Hokkll.ido 1sland， were Il.ualysed 

systemll.ticll.IIy. The foIlowing results were obtll.ined: 

1) Mell.n vll.lues analysed wi出 chemical com伊 nen匂 in boも句m帥mpleswere obtll.ined 

Il.S follows: Si02 59.86，%， AI20s 12.99%， CaO 2.14%， MgO 2.98μ， Fe20S 4.42，%， 

MnO 1.03μP 20. 0.13%， Ignition 1佃日 9.42%. These values might indicll.加山e

best fell.tures 01 hemipelll.gic deposits. 

2) 1n this Il.rell.， Il.bundll.nt contents of MnO in deposits were especiaUy remarkable. 

3) Of each chemicll.l componen七， the relll.tion betweenもhecon七entIl.ud the depth of 

wll.ter of the sedimenもWIl.Sdi自cussed. As色oBi02 and CaO，拍econもentsmay decrell.se 

with the depths， while， of AI203， MnO Il.nd P20.， increase. And it seemed the 

content of Fe20S， mll.y give minin::um value in the Il.rea of Il.bout iOO m depth. 

4) 1n generll.l， the mineralogicll.I compositions of these bottom samples seem similar 

to each other. 

緒 論

現在までの研究によれば、海底を構成する底質θ種類は比較的少く、 10種内外であるが、とD海

底堆積物は遇常失!D3麗に犬別ナるととが出来る。

1. 潰海堆積物 (ShaIlow-wl巾 rDeposi七日)

2. 亜洋性堆積物 (Hemipelll.gicDeposit自)

3. 遠洋性堆積物 (PelagicDeposits) 

浅海堆積物は汀線よD陸棚 (OonもinentaIShelf)外縁の応援物で、主に陸性(Terrigenous)、即ち河

川D沖積物や海洋からの波浪、沿岸流によ P運ばれたものが、そD主要部分をたしている。豆洋性堆

積物は主に陸斜 {Continentll.lTll.lus)の沈澱物で、陸地よ D搬入せられたもの L大部分は既に沈積し
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去り、 そのうち特に微粒た泥土がと Lに於て沈降し、海水中で生じた生物の遺骸と相混じて轍密な

泥質をたしている今 遠洋性堆積物は大津0大部分の深海底を蔽う軟泥で、 陸地には無関係な民洋!~J:

(Eupel培 ic)である。

本研究の封象とした北海道北西海域とは、所謂「北部日本海深ifl毒魚田」と稿せられる南北 43
0

19明

-45"24'N，東西 141".i.7'30/，恒 .......139024'E に及ぶ武職堆を中心とした水深約 150"，1，200 米の海域を

指す。底質は泥質及び砂泥質の陸性堆積物 (TerrigenousDeposi'Gs)で、設海性と亜洋性の雨者の特

色を示している。また費化に富む海底形態と海潮流などが底質の性献にも大きく彰響している。而し

て本海域の海底形態及び底質ο性献の概要については~I'L著者等(1)によって報告され、その漁場。

環境要因としての意義について検討された。 また本海域。海底地形や、 海潮流の如き海洋事的環境

が海底土に含まれる有機質の分布飲態に如何に反映するかについても研究し、その結果については前

報け〉に於て護表しておいた。

日本海の底質の化率的組成に関する研究は極めて少く、最近宮口博士引によって護表された研究

Fig. 1. Ch!¥rもof同ations・ を除いては殆どその例が稀である。殊K北部日本lr~

一一一一 JJU 1I f.D海底土に閲しては殆ど報告がたいので、誌に昭和

鎚年夏季の深海魚問調査に際して採取し?と底質試料

について化率分析を行った結果を報告し、大方ο参

考に供したい考えである。

2 分析試料

前報と同じ試料で、昭和 24年夏季北部日本海深

海魚田調査に際し、本J!，部練習舶「おしよろ」丸

(506屯〉で採取したもりである。本研究に於ては、

前の有機質分析に供した底質試料 96個中より 8個

に 1個θ割合で無作展抽出した 12個ο試料につい

て主主主る無機成分ο系統分析を試みた。 とれら 12

個D底質試料の性肢の概要と、その探泥地黙をそ払

ぞれ第1表及び第1闘に掲げた。

Table 1. Br品omsamples of sea to the north-we抗 ofHokkaido Island (July~Aug. 194D) 

Character of Be)ttom Sample 
:8umber Latitude w(amte) r Color Structure 

18 43勺3Of24f1 140'22' 0" 648 dsrk green mud 
67 43'5デ48" 140"34'ラ411 710 

greyEisTh eegn reen '" 95 440 3/30'1 139'59/24/1 ! 950 。
114 440 8/1811 14ぴ25'18" 430 green " 142 44'20' ()JI 140'50〆54" 320 グ '1 
159 44・23'12'1 13少57'0/1 920 " " 183 44'24'121， 139"28'18" i 746 grdeayrik sh green muddy sand 
189 44'34/12'/ 140' 6' 6/1 320 green " 196 44'341 6" 14ぴ55'36" i 2ω " 自andymu:l 
221 44'・43/5411 14ぴ49'24" j 220 グ H 

250 'I5、0'0り 140・44'18" 340 green mud 
285 43'13'12μ 140' 9'18〆， 1 600 " u 
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3 分析方法

海底土の無機成分。系統的分析を行うにあたっては、 京大石橋教授が西南太平洋の深海底土(4)及

び朝鮮西海岸の潰栴底土ぐ5) V:~討して賓施した分析法と、東女塩入教授による土壌の系統的微量分析

法川とを折衷した方法を用いた。即ち多量成分については前者に準じた重量法を、少量成分につい

℃は後者に準じて有機試薬其他を利fIlし?と容量法を採用して分析したが、その概要は第2表に掲げた

題Pでるる。
先歩、風乾試料を璃瑞字l鉢‘でよ〈粉砕し、 105土庁C<D電気乾燥器中で約2時間乾燥した後、塩化カ

ルシウム乾燥器中で放冷したものを分析に供した。かLる粉末乾燥試料 0.3"'1.0gを精離に秤量し、

熔融合剤 (Na2COa+K2C03) とよく混合して白金士宮桶で熔融を行って各成分を可静化した使、塩酸

(1: 1)を加えて静解する。とむ際マンガンの存在により白金士官塙が侵される危険があるりで、塩酸を

加える前にアルコール数滴を加えて還元しておく。との溶液を重湯煎上で蒸琵乾澗を繰返し、践酸を

結晶化せしめた後、少量の塩酸~加え稀得して鴻過する。残置 (Rt)は熱湯でよく i制康し、格液に塩

素の反躍なきに歪らしめる。 i慮液及び洗液は相合して、以下の系統分析の供試溶液とする。との際の

E憲法 (R1)は塙却で灼熱秤量した後、務化水素酸と硫酸で、E監理して珪酸を除き、再び灼熱秤量して、

そο減量を以て珪酸の量とした。なお残留せる不純物は塩酸に溶解し、母液に加える。

供試溶液(Fdに臭素71<を加えて FeH- ~酸化する。過剰の臭素を遁出しアムモニヤ水で中和し

た後、錨の多量に存在しているのを利用し、A.Miもも制h法(1) 9と用いて、安酸アムモンと賠酸アム

モンを加えて錨を塩基性酎酸塩となし、同時に燐酸を燐酸舗として共沈ぜしめ、ア)1-t ""ウム以下の

諸元素よ P分離する。かくて分離ぜられた沈澱 (P2) には、燐酸ο全部、態。大部分及びアルミニウ

ムD 一部を合むの守、先ナ燐酸を鐘及びアルミニウムよ P分離するため、とれ，を硝酸に溶解し、モリ
ブデン酸アムモシを用いて燐酸を沈澱せしめてi慮過し、 2%硝、酸アムモシ溶波及びアセトンで洗糠

l、常温で乾燥し売後、一定量の N!20苛性曹達溶液に溶解し、残留せ・る苛性腎建を N'20塩酸で滴

定して P205 を定量した。ぐ8)

1慮液(F3)中の舗とアルミニウムを過剰のモザプデン酸アムモンより分離するには、メチルレッド

を指示薬として、塩化アムモンの存在に於て、アムモニヤ水で注意して中和し、錨及びアルミニウム

を水酸化物として沈澱せしめてi>>初日ずる。沈澱 (P4 ) は塩酸にi容解し、措液(F~)と相合して、表に

示した様に常法によって、それ，ぞれ錨及びア)1- ""ウムを分離定量した。

斯様にして錦、 アルミニウム及び燐酸を除いたi慮液(F8)は穂波(F5)と相合し、徴アルカリ性と

して加湿して硫化水棄を通じ、硫化マンガシを沈澱させる。沈澱(Pg)を稀塩酸に溶解し、酷酸曹達

及tr少量<Dilli硫酸を加え、フエノールブタ νンを指示薬として、アムモニヤ 71<でアルカ F性となし、

稀酷酸を加えて酷酸々性とナる。とオLを 700C に加湿し.2ガ fキシキノリン・アルコ~ )1-溶液を加

えて暫時重湯照kで加温し、生じ?と7 ンガンのオキシキノ I}J'塩 Mu(CgHaONhをi慮過洗瀧ナる。

この沈澱は不安定なため、?ンガンD定量は容量法(6)に依った。即ち沈澱(Pl0)を 8.....，10%塩酸に

溶解し、乙れに約 NI30臭素酸f:J1} ~L臭化ヵ F を i容解(.ぞ液を徐々に小過剰に加え、突に 20%，沃化

カリ約 1-5J.c.をこ加え、過剰Ijv臭素のため避難した沃素を N{50チ;;t硫酸曹達溶液で滴定し、過剰

の臭素を定量ずる。とD時の反躍は弐D如 L。

瓦BrO雪+5KBr十6HCI=6IW1+3H20+3Br2

CgH 10N+2Br2 =CgH sONBr2十2HBr
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斯くて MnOが定量される。

溜液(F9)に塚酸を加えて加熱し、硫化7Jd毛をlli出した後、生とた硫黄を諮問し、溶液:乙葎酸を加
え、アムモユヤ7](で中和し、蕗酸カルシウムを沈澱させる。約1時開放置後漉過し、沈澱を稀硝酸に

溶解し、遊離した穆酸を N[IO過?ンガン酸ヵ lJi容液で滴定して、 GaOを定量した。
J慮液(Fll)はアムモニヤ71<を加えてアルカリ性となし、 70'0に加温し、 2%オキシキノ Fシ・アル

コール溶液を加え、?グヰシウムのオキシキノ Pン塩を沈澱させる。約20分放置して議過洗綴じた

後、塩唆に溶葬し""cvンガンの場合と全く同様な容量法7乙よって、マグネシウムを定量した。

なお、 Ni¥eO及び1{20についても、別に試料 0.3......0.5gを採り、分析を試みたが充分信属すd き

値を得ることが出来なかったので省略する。

4 分析結果及び考察

以上.つ分析法;こ基いて、海主主土D化事分析を行い第3表に示す如き結果を得た。また、第4表はと

れ，らの分析値より各化事成分の原子比を算出したものである。

Ta.ble 3. Chemica.l compo陪i"Iion.丹 ofBo抗οmsa.mples. 

Si02 A120~ωo MgO I Fe20s MnO 
55・92 16.94 

57.05 17.11 

54.61 12.63 

56.例 12.82

Number i 

55.91 

58之3

64.69 

1.66 

1.13 

2.52 

2.31 

9.77 

17.15 

10.85 

m
m
w
見

257 3.45 0.46 

0.63 

(%) 

己竺
0.18 

0.13 

0.16 

0.13 

0.09 

0.14 

I函hlon
10鴎

13.32 

13.54 

11.39 

11.21 

11.29 

11.71 

7.30 

189 66.31 8.38 2.46 1.51 3.45 I 0.23 I 0.12 I 4.60 
196 6451 1158 2.75 2.65 5.86 1 1.27 1 0.12 I 5.32 
221 65.出 10.70 別 5.但 5.泊 O.兄 0.10 I 551 
250 Iω.日 14.46 2.22 2.33 4.白 0.17 I 0.10 I 7.31 
285 58.74 13.46 2.邸 3.23 4.17 I 1.54 I 0.13 I 似 8
五百長e-;--59B6ー一1---12:99一一 __.2.11一一--2:98一一-4A21一一IO3一丁一一O]3ー「一可否一

TI1ble 4. Atomic R杭ioof the compon.ell恥

.¥1 'Ca  )Ig I Fe I ~In P SiJ Al I FeJMn 
0.3323 1 O.但97 I 0.0637 I 0.0432 I 0.00日!o.∞，25 I 2.回 6.67

Num叫 Si

18 0.9311 

0.0203 1 0.0510 

0.0450 1 0.0879 

0.0411 1 0.1回0

0.0389 I 0.0716 

0.0192 I 0.0613 

0.0449 1 0.0766 

0.0439 I 0.0374 

0.04卯 I0.0658 

0.0352 1 0.1245 

0.0385 I 0.0579 

0.0508 I 0，佃00
0.0禿び寸(J.o7布

2.06 3.35 

2.83 

3.63 

3.71 

4.91 

2.89 

5.06 

6.72 

4.72 

5.02 

3.56 

4.70 

257 

2.65 

2.37 

1.97 

2.08 

2.48 

4.27 

4.74 

4.24 

型322 I o.位 !.7__1_ω018←_， _3:70_1一一2.92
0.0553 I 0.0145--1 -0.0018-1-3:9] 3:47 
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3.54 

4，35 

2.48 7.17 

3.72 1.36 

1.80 2.89 
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3.09 
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3.82 

3.08 
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1.72 
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北海道北西海域は武識堆を始めとし、多くの浅堆群や海峯が聾立し、また石狩濁ロ沖合には海民盆

地が陥捜しているなど、海底地形は極めて費化に富んでいる。とれに件い、静況(9) も甚だ複雑で、あ

る。即ち北上する割弱暖流は武離堆Vて衝突して、その周縁を迂回北上し、また沿岸近くには石狩111、

天塩川等北海道本島工り流入する河川水により稀種された沿岸71<が幡居している。斯くの如く複雑な

環境保件が海環土の化壊的性質に如何に反映するかは極めて興味深い問題であって、前報に於ては、海

底土の有機質の分布朕態について種 klD考察を行ったが、設に於ては上述D分析結果より、海底土を

構成する無機成分の地球化率的貿移を、主として水探の費化と開連して考察して見るととにする。

A) 無構成分含量と水深との闘係:ー

第2-9聞は各無機句史分の百分翠と水深とめ関係を示し、第四， 11園はそれぞれSi!AI及び Fe:Mn

(ともに原子比〕と水深との闘係を示したもθである。また、本海域の海底土の平均化事組成を、他

の研究者によって護表された各種の海洋底質の化事組成と比較するため、それらの分析結果をと第5表

にー括したく但L、一部は潰口博士ぐ10)の報告より韓載させて頂いたものである¥。

(1) SiO!の含量(第2圃):ー

第 5表lて於て明かなように、一般的には陸地に近接した陸性堆積物は陸地主りの鍵均質が未だ充分

梅底風化をうけていないので、陸地配達く離れた遠洋性土佐積物に上ヒし Si02の含量が大で、陸地を遠

ざかP水深を増すに伴い、その含量を減少し、 PelagicID特性を増して行く。 E.~L ThorpCII)等が

北西大西洋及びカリピヤ海の底質を分析した結果では、大瞳水深 1，800米位までは Si02は殆ど費化

主主く一定で、それ以深より急:速にI放少しているが、本海域。揚合 (150-1，000米深〉も第2聞に示し

able 5. Comparison wi-l;h the con七entsof chemicn.l compon間七日 i九 variOl加

marine deposits. (%) 

…よI8:02 iぃ 1Fe20s I (馳)I附 !ω1P2~1 _~~s:ficatと
ナ 54.4可 4.94辰五1，-1.;1 I 3.31 Iつ孟-1-o~1間YMM

-;-l司 16.05工ム 1.12 . I 3.351  2ムー|ト0.44併4 I問恕i2九九?比九払応色包ιむ-一一正尚f白白i必c
二一|己f土づI2川円三竺一一1一一?一…7花引6一一 一ト←f一竺~~J川3一03J 1.一一.7一7η2 _1ド?山之8什"¥ 
斗竺こ土?と|二そJ_o~土|二L己4 I三_1.1s出CM即時
5 61.7715.377.00 似 2.32 4.03 0.30 抵抗}

6 I 5勾9姉お川lロω卯叶t 4制ω4位2 1.0川3弾挺ペ 2.98川I2 川 O 川b邸問:詰宮知的仇的的札jLルa叩山戸
7 | 仰 | 仰 j ~.~仔7 I 0 何附策 1.41 2.17 0.18 I M"i耐耐叫叫叩吋吻物物削P到砂凶'p以)I

lり) F.W. αa紅.rk 押TheData of Ge的ocぬhemi匂自t廿ryぺU.8. Geo吋1鼠臼lr門veけy.Bull. 770， 5Ed. ¥Vashi時t加 (1924、
2) H. Ham噌 lchi. Jour. Chem. Soc. Jap佃.Vol. 63， (1941)， 1，回9-1，694.
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(2) A120~ の合量〈第3 闘) :ー

第 5表に於て、 A120~ の含量は大韓水諜と共に増加の傾向があるように見えるが、本z海域に於て

も第3聞に示した如〈僅かながら増加の傾向が認められる。とれは陸地より搬入された徴小な泥質、

殊にアルミニウムの水酸化物のコロイド献のものが、途中海洋固有D影響を受けて沈積したもD と考

えられるが、また SiO宮や CnOが海底の化撃的風化作用によって、溶出減少したため、相劃的に

A120sの含量が閉j目した様なかたちを示したものとも考えられる。

t31 Fe20Sの含量〈第4圃):-
Fe203は Terrigenou自から Pelngicになるにつれて、増加の傾向が認められ、ミシーツピー三

角洲の沈泥中ο含量 3.47，%なるに比し、石橋、原田開氏(3)の北太平洋の RedClnyの分析値は

10.9長男たる平均値を輿えている。との傾向は A120:; と全く同様で、コロイド肢になった水酸化畿

が酸化的環境と海水中の電解質の影響。ため凝結沈積して行くためであろう。しかし、本海域に於て

は水深 600-700米までは反って減少し、約700米以深から増加に碑じている。とれは本海域D底資

中には有機含量多く海底に還元的環境が形成されるため、沈積してくる舗は還元され海水中に官蹄し

て行く量が多く、沼岸近くで、は、有滋賀量と反比例して減少する。か」る錨は陸地を離れ海洋性が増

すに伴い、酸化され或は腰質事的に凝結され漸弐沈積して行く。との様主主現象は沖合の封馬暖流水系

に於て顕著にたり、との溶離と沈積v.2fi-衡の韓移離が 700-800米深の海直に於て認められる。市し

てそれ，より以深の沖合に於ては Fe20Sの沈積が進行し、含量は増加の傾向に轄す写る。 Thorp'JIノも

(Fe20S十Al20dの含量は 100-2，000米までは僅かに減少し、それ以深では大きく費動しながら増

加する傾向を認めている。

(引 MnOの含量〈第5国):ー

本海域Iて於ては?シガンの護縮が顕著で、 MnOq;;;含量は平均 1.03，%、最大 2.4il，% Î:r. る多量~示

している。か Lる多量の 7 ンガンの沈積は本海域の海底土0化感知成の一つの大きた特色と云えるで

あろう。との悪著t:t.7 シガLの沈積は日本海漂海の海底土の特色であるととは、潰口博士〈自〉も指摘

し、日本海中央部D深海底土に於て 4，%に及ぶ著量のマシガンの土佐積も認めている。一般的には第5

表に示した様に、水深と比例して?ンガシの沈積が増す傾向が認、められる。第5固につどいて本海域

に於げる?ンガンD沈積献態を見るに、 0.5，%内外の普通沈積宵と、 1%を超す準密沈積医とに分け

て考えるととが出来る。普通~は本海域の71<探w:聞でβ水深によって殆ど明かな費動&示さないが、
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1μ 以上の濃密匡は7k探と共に増加の傾向を認めるととが出来る。

か Lる濃密慌の存在はまた北海道西岸に於りるi毎成の軟?シガシ鏑山の分布と関連して考察すると
茜だ興味深いものがある。即ち北海道肉岸には溜棚郡メツプ鱒山、奥尻島、島牧郡島牧村湯ノ得錆山

などがあるが、殊にメヅプ鏑j(1は沈澱性T ンガン舗で、較の歯の化石や、鯨D耳石などが?ンガン鎖

中に包賭されて産HiナるとD ととである。か Lる旺盛な?ンガシの説縮機構は不明?あるが、潰口博

士((2)が南太平洋o海底土につき、 マンガンとラヂウムの量の聞の関係を賓測して雨者の聞に時々直

線的関係のあるととを示し、ラヂウムの濃縮機構に於て館及び?ンガン、殊にマンガンが重要な役割

を果しているととを明かにしたが、とれと闘連して本海域の底質の放射性元素の研究は甚だ興味ある

結果が得られるのではないかと期待される。

(5) MgO QJ含量〈第6圃):ー

第5表にまれぽ、一般には MgOの含量は水深の増加と共に僅かたがら増加の傾向がある様に見え

るが、第5園の本海域の海底土の場合は水深との相関性の存在を指摘するととは困難であった。

(6) CaOの含量〈第7圃):ー

第5表に於て各種の海底土の CaO含量を比較するとき、犬吠岬沖白日本海溝中の底質(5)が 4%を

超す値を示しているのを除いて、他はすべて2%内外の値を示し、大きな費動は認められ栓い(しか
し、西~t大西洋及びカ P ピヤ海の海底土(11)は2000米以深においてCaCOsの沈積が激増しーているの

が認められている〉。本海域においては余り明瞭ではないが.CaOは寧ろ水探の増加に件い減少して

いる傾向が認められる。

(7) P20.の含量〈第8園):ー

本海域c海底土の P205含量は平均0.13%で、他の研究者の値に比し小さな値を示しているが、

そD原因については明かでない。或は本研究において燐酸の定量に森量法を用いたために割合小さい

値が得られたのではないかとも思われるが、各研究者とも P205 の定量に問題の残っているととを

認めているので、日月かに断定は致しかねる。しかし、著者の分析の結果においても、第8闘に掲げた

様に、水深の増加と共に僅かに P205 の含量の増加が認められる様である。とり傾向は他の研究者

のデーターが水深と正和闘的傾向を示しているD と、大韓同じ傾向をもっていると見てよかろう。

(8) 灼熱減量〈第9国):ー

灼熱減量は前報の分析値を轄載したものである。との値は前報に於ても指摘しだ遇り、必ヂしも有

機質を代表するとは喰らや、熱分解する重茨酸塩、炭酸塩、或は硫化物及、どの酸棋のほか、腰欺珪酸

その他の粘土鏑物に結合している所謂結合水の含量にまり大きく襲動するので、灼熱減量はまた海底

のコロイド化。程度と比例するとも考えるととが出来工う。而してとの灼熱減量は水深とE相閥的に

土増加している。

(9) SifAI及び Fe!Mn(原子比)(第四， 11固):-

Si/AIは水探の増加に反比例して減少の傾向が認められ、陸岸を遠心離れ，るほど海底風化による粘

土化。進行を示している。 FefMnも水深とは逆に減少しているが、とれば Feの減少と Mnの増加

とに基くもDであ・ろうが、深海底に於ては FefMuの値の分散は接近し、一定の植に師納して行く傾

向がある様である。とれは錨及び?シガンが漂海底の固有の酸化還元的環境に臨じて、その格離混雑

苧衡が一定の関係をとる傾向を示唆ずるものと解樫出来ょう。

岡本海域の海底土 C~洋性堆積物)の錨物畢的組成:ー

以上の考察によって、本海域c海底土は、E!洋性堆積物としての典型的性質を有しているととが判
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Fig. 12. Mineral Compositioll of 
BoももomMaterials. 

". 

<Ã+ゆ~‘'孟 y 11 y 玉、，、高+他

5 穂

る。而して、この豆洋性堆積物。鎮物理要的組成を考察

するために、各試料に3きりる Al，Ca+Mg， Fe+Mn 

の原子数を算出し、との3つの和が100になる様にし

てとれ，を三角平面闘に記入すれば第四国D如くにな

る。

第12圃によれば、著者。分析した12個の海底土は

互に極めて相似た鎖物準的組成を有するととは明瞭で

ある。か Lる事賞は複雑な海底地形と海況に拘らデ、略

々一定。海底風化作用が進行しているととを示すもの

として興味深い。

f苫

1) 所謂「北部日本海漂海魚、閏」と稿せられ，る北海道北西海域 (150--1，200米〉より採取せる底質

試料12個について、無機成分の系統的化埋葬分析を行った。

2) 分析法はます3アル R1]熔融により各成分を可溶化した後、多量成分については重量法を、共他

の少量成分については有機試薬其他を利用した容量法により系統的に定量した。

3め〉 化皐分析の結果、 S飢i025駒9.8併6%，ι，A120仇s1砲2.9ω9%，ι，Clt心弘ゆ02.幻.14タ%，ι，MgO 2.9鉛'8%，ら， Fe20仇s4.42%， dι ， 
MnO 1.0ω3タ%，ι，P宮O届 0.1鴎3タ%，ι，灼熱減量 9
海底土について行つ7た旨分析結果と比較して、本海域の海底土の化撃組成が亜洋性堆積拘 (HemiI戸〉冶叫eh品ν喧

gic Deposi匂)ーとして典型的な組成をもっているととを示す。

4) 本海域の海底土の化拳成分のうちで、特に注目を惹くのはマンガシ含量の著しく大きいととで

ある。これは日本海深海底土の化事組成のー特色とも思われ，るが、北海道西岸に多数の?ンガン鏑，11

の存在する黙と併せ考えると興味がある。

5) 海底土の各化事成分が陸地からのE離或は水深なEによって如何に Pelagicな影響をうける

かを考察するために、各成分含量と水深との相閥性を検討した。即ち

1. Si0 2 及び CaO は水深を増すに伴い、海底に於ける化~:的風化作用により i容出減少する。

H.とれに封して A120s及び P20S は僅かに増加の傾向を示している。
1. Fe20s は700米位までの沿岸水域i乙於ては、水深を増ナにつれて減少するが、陸地を遠く離
れ次こ700米以深D海域でほ Fe203Q::>沈積濃縮が旺になり、増加に轄す写る。

lV.班nOは1%以上の多量(DMnOを合む匪域で、は水深と共に増加の傾向が認められるが、 0.5%
以下の匝域に於てはその傾向は明瞭ではない。

V. ::¥fgOCD合量と水深との相聞性は明かで、はない。
6) 本海域D海底土の鎮物撃的組成を考察するため Al，Cn.+Mg， Fe+~Iuの京子比について三

角平面圃を記入したが、各地賠D値が大腫集中し、極めて相似た鎖物事的組成を有ナる乙とが明かと

なった。

格りにD ぞみ、本研究に際し御援功を賜った鈴木昇教授並に化皐分析に協力を惜しまなかった東北

海直水産研究所奥田泰遺君に深甚の謝意を表する。なお、本研究の費用。一部を文部省科皐研究費に
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